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塔の腰廃寺 とうのこしはいじ 

所在地  岐阜県吉城郡古川町上町セリ田 よしきぐんふるかわちょうかんまちせりだ 

     岐阜県吉城郡国府町広瀬町塔の本、塔の前 よしきぐんこくふちょうひろせまちとうのもと、とうのまえ 

立地環境 古川盆地の南東、宮川と荒城川との間の、少し微高地になった平地に立地。 

発見遺構 この寺の心礎と推定される礎石が、古川町円光寺に残されている。 

発見遺物 単弁九弁蓮華文軒丸瓦(1)、単弁十弁蓮華文軒丸瓦(2)、三重圏縁単弁十弁蓮華文軒丸瓦(3)、四重弧文軒平

瓦(4)。昭和 30 年の土地改良時に多くの瓦が出土した。 

年代   7 世紀後半 

遺跡の概要 古くからこの地に瓦が出土し、国分尼寺とする言い伝えもある。塔の前、塔の本の小字が以前はあった。現在は

区有地 120 坪が残り、大坪東平の名作大日如来をまつって、「大日の森」と呼ばれている。 
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